
 

 

受 付 番 号 41 

許 可 番 号 大歯医倫 第 110918 号 

研究課題名 地域医療保健センターにおける幼児・児童のデンタルフロス使用に関する実態調査 

研究責任者 阿部 洋子 申 請 者 阿部 洋子 

研究終了日 2017 年 9 月 30 日 

所 属 小児歯科学講座 所 属 小児歯科学講座 

職 名 講師 職 名 講師 

申請の概要 

隣接面齲蝕の予防方法として、古くから補助的清掃用具のデンタルフロスの使用が推奨されているが、臨床現場での印

象としてわが国の使用者率は欧米と比べて低いように感じられ、デンタルフロスの使用状況について調査した報告は少な

い。箕面市保健センターの歯科健診事業は長年当講座が関与しており、学会報告により受診小児の df 指数あるいは DMF

指数は全国平均に比べ極めて低い特別な地域であることが知られている。また、当該センターの歯科健診では、デンタル

フロス使用を指導しており、かつ、項目の中にデンタルフロスの使用の有無がある。したがって、当センターの小児のデ

ンタルフロスの使用率は高く、この値に比べて、全国平均は同等か、むしろ下回っていると考えることができる。したが

って、口腔の健康意識の高い地域の小児を対象にてデンタルフロスの使用状況を調査することは、わが国の状況を知るた

めに有効であり、かつ、効率的であると考えられ、本研究はわが国の小児のデンタルフロスの使用傾向を把握することに

貢献できるものと期待される。 




